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日 本 に お ける ナガ サキ アゲ スハ へ 有 尾 型 の 記録 


中 谷 足 寿 り ・ 小 橋 和 益 内 る 


A record of the tailed female of Papilio memnon from Japan 


By TAkArosmi NAkATANI and MAsuo KosAsrr 
ナガ サキ アゲ ハ の 雌 に は 遺伝 | 稚 な , 有 尾 ・ 無 尾 の 2 型 が あり , 有 尾 型 の 分 布 は 無 尾 型 に 比 し か な り 極 限 さ れ て 
いて 玉 球 以 北 か ら は 次 の 唯一 の 記録 を 除き 全く 知ら れ て いな いよ う で ある . つま り , 加藤 正 世 氏 は その 著書 


斉 *? 


















































2 分 類 原色 日 本 昆虫 図鑑 ” 第 6 巻 (1983) に お いて 2? 沖縄 島 ” か ら 記 録 し , 主として 後 贅 白斑 が 小さ く 紡 押 形 を 
呈す る こと , 外 締 の 凹凸 の 著しい こと , 尾 状 突 起 は 長く 基部 が 甚だ 細 ま る と こと とめ う 等 を 特徴 と し て , 台湾 の f. dis- 
1) 兵庫 県 加古 川 市 加 十 川町 友 沢 821 2) 大 阪 府 吹田 市 松 ケ 鼻 町 1116 一 1 
3) も っ と も , Srirz; Macrolep. World, 9 の 台湾 産 f. dzstantinus は 尾 突起 の 共 部 が 極め て 細く 描か れ て 

いる ・ 


(28) 
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gz222265 と は 区 別 し 。 9-f. esaki-nakaharai KAro と 命名 し た . し か し , デ ー タ は 付 さ れ て お ら ず , いつ 頃 得 ら 
Ge また , 得 ら ちら れ た 頭数 も 明記 され て いな い . 


然るに 筆者 の 1 人, 小橋 は 下記 の 1 頭 を 採集 し た の で ここ に 報告 す 
旨 2 崎 県 宮崎 郡 ? 子 供 の 国 / 遊園 地内 (青島 の 丁度 対岸 に ある ) 





採集 日 : 0 7 日 
つま り , 小橋 は 修学 旅行 の 途中 “子供 の 国々 に 立 寄 っ た 際 , 木 の 枝 に 止 っ て いる 所 を 発見 し 帽子 で 採集 し た 
も の で ある . 既に 非常 に 弱っ て いて , 枝 が 高く と どか な か っ た の を 木 を ゆす っ た 所 , ヒラ ヒラ と 降下 し て き て 簡 
単に 採集 で きた . 凌 の 左 半 は 完全 で ある が , 右 半 は 大 破 し て いて , アン テ ナ も 折損 し て いる . し か し 慈 の 傷 は 採 
集 前 か ら の も の で ある . 
標本 は 写真 (若林 守男 氏 撮影 ) に みる 如く , 後 燃 白斑 が 小さ く て 紡 氏 状 を 呈し , 色彩 は 台湾 産 の 如く 純白 で な 
く 黄 味 が か り , その 外 弥 側 に は 各 室 共に 肛 角 紋 と 同様 の 樽 色 鱗 を 散布 し , と くに 第 6 室 は 全体 が 棒 色 で あり , ま 
た 尾 突起 も 長く て , 基部 が 細 ま り , 先端 部 で 極め て 店 広く な っ て いる な ど , 見 慣れ て いる 台湾 産 の 有 尾 型 f. 
distantinus 006 り 異 っ た 感 を 与え ,。 むし ろ る 前 記 “f. esaki-nakahara' に 驚く ほど 酷似 し て いる . 

そ を と で , 今回 宮崎 より 記録 され た も の を 南方 か ら の 迷 蝶 を の も の , 又は それ か ら 生 じ し た も の と みる か , ある い 
i ミ 然 変異 に より 生じ た も の と みる か は , 今 の と こと ろ 即 断 は で き な い が , た だ これ また 今回 の 
と 同じ よう な 事情 で 得 ら れ た と み ら れ る 沖縄 島 へ の も の が 偶然 と は いえ , あま り に も よく 似 た 特徴 を 有 し て い 
る と いう 事実 は 極め て 興味 深い 事 で ある . 庫 標 本 は 現在 中 谷 が 保存 し て いる 





























最後 に 種々 御 教示 頂き , また 写真 の 撮影 を 頂い た 九 大 助 教授 白水 隆博 士 及び 若林 守 範 氏 に 深謝 致し ます -・. 
ヒメ シジミ の 1 異常 型 この ほか に 同様 な 特徴 を 持つ 1 を 1959 年 7 月 17 日 
i こ て 採 集 ・ い ずれ も 筆者 が 保存 致し て 
大 辺 依 久 り ご に HH ュー レル KR 鐘 湯 - ル ガーン 平生 
まり ます 5 人 ie 92R2083 
An aberrant form of Plebejus argus 0 党 く 感謝 致し ます ・ 


micrargus BOTLER 


山口 県 の クロ シジミ と 














By YosrmrsA OrokA = ie 
” ウラ ナミ シロ チュウ 
1961 年 8 月 6 日 群馬 県 林 名 山 に て , 前 次 裏 面 中 室 中 区) 藻 ED 
央 部 に 明 瞭 な 黒 紋 が 現われ た 1 頭 を a 6 


Nyphanda fusca and Catopsilia pyranthe 


from Yamaguchi Pref. 
By TApAsnmr UgmURA 


報告 致し ます . 贅 の 開 民 24mm. 














クロ シジミ の 採集 記録 
山 日 県 鹿野 町 下 鹿野 金峰 山北 側 山 施 様 高 360 米 , 1961 
年 7 月 9 日, 同 16H, "15 頭 8 8 頭 を 採集 . 山口 県 で 
は 径 常 弥富 氏 (1908) 佐 々 並 冊 類 目 録 で 発表 され て 以来 
の 記録 と し て 報告 し ます . 報告 を すす め ら れ た 九 大 の 
白水 隆 先生 に 感謝 し ます ・ 
ツラ ナミ シド チョ ツウ 
山口 県 光 市 東町 及び 中 村 住 宅 附近 で 1961 年 9 月 17 日 
$ 1 (三好 和雄 氏 )。 10 月 14H 1( 門 脇 和 彦 君 ), 同じ 
項 ⑧ 1( 小 学生 ), 10 月 28H 8 4( 会 員 米 井谷 氏 ) が それ 
ぞ れ 採集 され た の で 報告 し ます ・ 


1) 群馬 県 邑楽 覆 板 倉 町 大 字 海 老 瀬 1309 2) 山口 県 防府 市 富 海 
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